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文部科学大臣　平野博文様
                                  核廃棄物施設誘致に反対する道北連絡協議会
                                 埋めてはいけない！核のごみ実行委員会・みずなみ　　　　　　　　　　　　　　　　　放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜                       　
エネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会及びパブリックコメントに関わる要請書
   エネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会で電力会社の社員が電力会社としての意見を述べたり、個人としての意見を述べて大きな批判を浴びました。この事態を受けて7月18日付けで経済産業大臣が電力会社と有価証券報告書上の関連会社に意見聴取会やパブリックコメントへの応募を控えるように行政指導しました。
　この行政指導を受けることは大変恥ずべきことです。そもそも電力事業者やそこに働く社員は利害関係事業者です。応募しないことが当たり前です。
  ところが原子力機構東濃地科学センターの職員が7月16日、愛知県名古屋会場で選択肢20～25%の意見表明を行いました。しかし原子力機構は文部科学省の所管であり、経済産業大臣の指導の対象とはなりません。
　一方、原子力機構を所管する文部科学省が原子力機構に対し行政指導していないことに驚いています。文部科学大臣は早急に原子力機構とその関連会社や文部科学省が所管する機関とその関連会社等に、意見聴取会やパブリックコメントへの応募を控えるよう対応する必要があります。よって下記の要請行います。
                         　    要請事項
  文部科学大臣は早急に原子力機構と関連会社及び、そのほかの研究機関と関連会社等に利害関係者として、意見聴取会やパブリックコメントへの応募を控えるよう指導すること。
                                                                     以上
